
平成２２年度当初予算案主要事項説明

教育委員会

事 業 名 家 庭 教 育 支 援 事 業 費

予 算 額 ６，７００千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的

子どもたちに生活習慣や学習習慣がしっかり身に付くよう、子どもを持つ

親を対象に学習機会や情報の提供を行うとともに、相談体制の充実を図るこ

とにより、家庭の教育力の一層の向上を目指す。

２ 内 容 （単位：千円）

事 項 内 容 所要額

事 業 内 容 親のため ◎就学前の子どもを持つ親を対象

の応援塾 ◎子育てワークショップ、先輩保護者との交流、相

開催事業 談、アドバイスの実施

目 的

子育ての先輩から、子育てや家庭教育に関す

対 象 る失敗談等を語ってもらうなど、本音で話し合

い交流する中で、親自身が家庭教育について見 3,900

方 法 等 つめ直すことができる機会を提供

◎「早寝・早起き・朝ご飯、プラスワン」運動の普

及

○開催箇所 府内全ての小学校

○京都府ＰＴＡ協議会と連携して実施

家庭教育 ◎家庭教育支援のための学習機会の提供

支援基盤 （子育て交流会の開催等） 2,800

形成事業 ◎家庭教育支援チームの普及・定着

（子育て相談の開催等）

○以上の事業を実施する市町村への助成
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